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我が国の放送メディアの進展

　 ▲
デジタル放送開始(平成15年12月)

大正14年　 昭和25年　　 昭和45年　　 平成２年　　　　　 平成16年
（1925） （1950）　 （1970）　　 （1990）　　　　 　 (2004)

　　　▲
白黒開始
(昭和28年)

　 ▲
音声多重開始
(昭和57年)

　▲
カラー開始
(昭和35年)

▲
放送開始
(平成元年) ▲デジタル放送開始(平成12年12月)

　　　▲
放送開始
(平成4年) ▲

デジタル放送開始(平成8年)

▲
データ多重開始
(平成8年)

　▲
文字多重開始
(昭和60年)

アナログ放送

　　　▲
放送開始
(昭和30年) ▲

デジタル放送開始(平成10年)

▲
自主放送開始　
　(昭和38年)

アナログ放送

アナログ放送

アナログ放送

デジタル放送

デジタル放送

デジタル放送

デジタル放送

▲
超短波開始
(昭和44年)

　▲
　 短波開始
　(昭和27年)

アナログ放送

デジタル放送
　　 ▲
実用化試験放送の開始（平成15年10月)
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地
上
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音声放送
▲
中波開始
(大正14年)

昭
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和
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電
波
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法
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▲テレビ放送終了(平成10年）

○　我が国では、ブロードバンド化の急速な進展、地上放送・ＢＳ放送・ＣＳ放送・ケーブルテレビの普及発達に
　よる多メディア・多チャンネル化が展開し、視聴者が情報を得る手段の選択肢が増加。　

○　衛星放送は、全国放送を基本とする準基幹的放送メディアあるいは多チャンネルの専門メディアとして期待
　されてきた。　
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我が国の衛星放送に用いられている衛星

（平成１６年３月末現在）

ＪＣＳＡＴ－２Ａ
　　ＰＣＭ放送

平成４年５月放送開始
（ＪＣＳＡＴ－２）

音声（PCM）１７ｃｈ
データ　　 　２ｃｈ

ＳＵＰＥＲＢＩＲＤ－Ｃ
ＣＳデジタル放送

平成１３年５月放送開始

音声　　　４１５ｃｈ

データ　　　　２ｃｈ

ＪＣＳＡＴ－３
ＣＳデジタル放送

平成８年６月放送開始

ＴＶ　　　１１０ｃｈ
音声　　　１０５ｃｈ
データ　　　２４ｃｈ

ＪＣＳＡＴ－４Ａ
ＣＳデジタル放送

平成１０年４月放送開始
（ＪＣＳＡＴ－４）

ＴＶ　　　７３ｃｈ

データ　　　１６ｃｈ

ＢＳＡＴ－１ａ、１ｂ
ＢＳアナログ放送

平成元年６月放送開始

ＮＨＫ　　 SDTV ２ｃｈ
　　　　　 HDTV １ｃｈ
ＷＯＷＯＷ SDTV １ｃｈ
ＷＩＮＪ 音声・データ各１ｃｈ

ＢＳＡＴ－２ａ、２ｃ
ＢＳデジタル放送

平成１２年１２月放送開始

HDTV 　７ｃｈ　 SDTV ２１ｃｈ

音声 ２３ｃｈ　データ ９ｃｈ

Ｎ－ＳＡＴ－１１０
ＣＳデジタル放送

平成１４年３月放送開始

ＴＶ　　　６２ｃｈ
音声　　　２０ｃｈ
データ　　１０ｃｈ

○　ＪＣＳＡＴ ：　ジェイサット㈱
○　ＳＵＰＥＲＢＩＲＤ ：　宇宙通信㈱
○　Ｎ－ＳＡＴ－１１０ ：　ジェイサット㈱・宇宙通信㈱
○　ＢＳＡＴ－１ａ,１ｂ ：　ＮＨＫ・㈱ＷＯＷＯＷ・㈱放送衛星システム
○　ＢＳＡＴ－２ａ,２ｃ ：　㈱放送衛星システム

東経１５４度

東経１４４度

東経１２８度

東経１２４度

東経１１０度

　　　ＰＡＳ－８
ＣＳデジタル放送

平成１４年１２月放送開始

ＴＶ　　 　２ｃｈ
東経１６６度

○　ＰＡＳー８ ：　ﾊﾟﾝアﾑｻｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｼｽﾃﾑｽﾞ･ｲﾝｸ

○　我が国の衛星放送に用いられている衛星は、８体が運用中。　
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我が国のＢＳ放送の経緯

昭和53.4.8 53.7.20
衛星放送技術の確立を目的とした実験 57.1.23

ＢＳ－２ａ

（２ｃｈ＋１予備）

ＢＳ－２ｂ

（２ｃｈ＋１予備）

59.1.23 59.5.12

打上げ ＮＨＫ１ｃｈ
試験放送開始

平成元.4

3.10.25
61.2.12

打上げ

61.12.25

ＮＨＫ２ｃｈ
試験放送開始

61.9.19 衛星受信料
徴収開始

ＮＨＫ、
２ｃｈによる
本放送開始

元.8.1元.6.1 2.11.30

ＢＳ－３
に移行

3.5.9 3.8.21

ＢＳ－３
に移行

ＢＳ－２
より移行

ＢＳ－３ａ

（３ｃｈ＋３予備）

2.8.23

打上げ

2.11.30

ＮＨＫ、
ＷＯＷＯＷ、
放送開始

3.4.1

ＷＯＷＯＷ
有料放送開始

ＢＳ－３ｂ

（３ｃｈ＋３予備）
打上げ

3.8.25

3.10.25

3.11.25

ハイビジョン
試験放送開始

ＷＯＷＯＷ等、
ＢＳ－３ｂに移行

ハイビジョン
実用化試験
放送開始

6.11.25 9.8.1

9.8.1
10.4．20

ＢＳ－３Ｎ

（補完衛星）

10.11．30

6.7.9

打上げ

ＢＳＡＴ－１ａ
に移行

ＢＳＡＴ－１ａ
に移行

3.5.9

ＢＳ－３に移行

3.8.21

ＢＳ－２より移行

先発機

ＢＳＡＴ－１ａ

　　　

（４ｃｈ）

ＢＳＡＴ－２ｃ

（４ｃｈ）

9.4.17 9.8.1 19年頃

ＮＨＫ、ＷＯＷＯＷ等、
ＢＳＡＴ－１ａに移行

10.4.29

打上げ

10.8.1

運用開始

12.12.1

ＢＳデジタル
放送開始
ＢＳ－ｈｉ
放送開始

20年頃

13.3.9

13.4.26打上げ

13.9.25

13.10.29

13.11.7

14.7.9 14.7.22
23年頃

15.3.9

打上げ

25年頃

打上げ

ＢＳＡＴ－１ｂ

（４ｃｈ）

後発機

ＢＳＡＴ－２ａ

（４ｃｈ）

16.2.14
(15ch)

第１世代：実験用中型放送衛星（ＢＳ）による
　　　　　　衛星放送実験（昭和53年～同57年）

第２世代：放送衛星２号（ＢＳ－２）による
　　　　　　放送（昭和59年～平成3年）

第３世代：放送衛星３号（ＢＳ－３）による
　　　　　　放送（平成2年～同9年）

第４世代：放送衛星３号後継機による
　　　　　　放送（平成9年～）

（注）現在、ＢＳ－３Ｎは、ＢＳＡＴ－１ａの予備衛星
　　 となっている。

16.4.19
(1ch,13ch)

○　ＢＳ放送は、昭和５３年からの衛星放送実験に始まり、平成１２年からデジタル放送が開始。

(3ch)
16.4.26
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ＢＳ放送用チャンネルの使用（テレビジョン放送）の変遷

○　我が国で衛星放送のために使用できる周波数帯域としては、昭和５２年の世界無線通信主管庁会議にて
　１１．７２～１２．００ＧＨｚ帯（第１・３・５・７・９・１１・１３・１５の計８チャンネル）、平成１２年の世界無線通信会議
　にて、１２．００～１２．２０ＧＨｚ帯（第１７・１９・２１・２３の計４チャンネル）が割り当てられた。　
○　現在は、このうち第１・３・５・７・９・１１・１３・１５チャンネルの計８チャンネルをＢＳ放送に使用している。

 

 
チャンネル 

年月日  １ ３ ５ ７ ９ １１ １３ １５ 

        

       

     
ＮＨＫ 
（試験放送） 

 

ＮＨＫ 
（試験放送） 

      
ＮＨＫ 

（総合放送） 

 
 

 
ＷＯＷＯＷ     

 

 
    

  

（社）ハイビジョ

ン推進協会 
（高精細度テレビ

ジョン試験放送）

  

  

ＮＨＫ 
民放７社 

（高精細度 

テレビジョン 
実用化試験放送）

 

 

ビ
ー
エ
ス
朝
日 

ビ
ー
エ
ス
・
ア
イ 

WOWOW 

ビ
ー
・
エ
ス
・ 

ジ
ャ
パ
ン 

ＮＨＫ 

（デジタル方式の
放送へ円滑に移行

するための放送）

ビ
ー
エ
ス
日
本 

ビ
ー
エ
ス
フ
ジ 

ス
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ネ
ル 

Ｂ

Ｓ
１

Ｂ

Ｓ
２

Ｈ

Ｄ
Ｔ

Ｖ

  

ＷＯＷＯＷ 

ＮＨＫ 
（総合放送） 

 

ＮＨＫ 

（難視聴解消を
目的とする放送）

  

 
昭和５９年 ５月１２日 

 

昭和６１年１２月２５日 

 

 

平成 元年 ６月 １日 
 

 
 
平成 ２年１１月３０日 

 

 

平成 ３年１０月２５日 

 

平成 ３年１１月２５日 
 

 

 

平成 ６年１１月２５日 

 

 
 

 

平成１２年１２月 １日 
 

 

 

 

 

 
 

 

平成１９年 
 

 

 
 
平成２３年まで 

        

 

ＮＨＫ 

 アナログ放送  デジタル放送 
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ＢＳ放送のチャンネル一覧

［注２］ デジタル技術の特性及び高画質性を生かしたデジタル技術の普及に資する総合放送
（災害や重大事件・事故の発生に対応するため又はデジタル技術の新しい利用方法の開発・普及に資するために一時的に行われるＳＤＴＶ放送を妨げない。）

［注１］ 平成９年８月にＢＳＡＴ－１ａによる放送を開始した衛星デジタル音楽放送株式会社（ＳＤＡＢ）は、平成１５年３月に株式会社ワイヤービーに合併された。株式会社ワイヤービーのサービスは、平
成１５年１０月にWorld Independent Networks Japan株式会社（ＷＩＮＪ）に営業譲渡されている。

〔　〕数字はスロット数（ＢＳデジタル１中継器＝４８スロット）

５ｃｈ〔11.80420GHz〕 ７ｃｈ〔11.84256GHz〕 ９ｃｈ〔11.88092GHz〕 １１ｃｈ〔11.91928GHz〕

ＷＩＮＪ〔注１〕 （音声＋データ）　

ＷＯＷＯＷ
ＮＨＫ（ＢＳ１） ＮＨＫ（ＨＤＴＶ放送） ＮＨＫ（ＢＳ２）

衛星放送の普及に資するためその特
性を生かして行う総合放送

ＮＨＫによるデジタル方式の放送へ円
滑に移行するための放送
（デジタルＨＤＴＶ放送のサイマル放送）

難視聴解消を目的とする放送

１ｃｈ〔11.72748GHz〕 ３ｃｈ〔11.76584GHz〕 １３ｃｈ〔11.95764GHz〕 １５ｃｈ〔11.99600GHz〕

ビーエス朝日
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

（音声）
〔０．５〕

（音声）
〔０．５〕

デジタル・キャスト・
インターナショナル
　
（データ）

デジタル・キャスト・
インターナショナル
　
（データ）

日本メディアーク
（データ）

日本メディアーク
（データ）

〔１．５〕 〔１．５〕

ＷＩＮＪ〔注１〕
（音声）　
〔サイマル放送〕

ＷＩＮＪ〔注１〕
（音声）　
〔サイマル放送〕

ビーエス・アイ
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

ＷＯＷＯＷ
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

（音声）
〔０．５〕

（音声）
〔０．５〕

（音声）
〔０．５〕

（音声）
〔０．５〕

ＷＩＮＪ〔注１〕
（データ）　
〔サイマル放送〕

ＷＩＮＪ〔注１〕
（データ）　
〔サイマル放送〕

〔0.25〕

〔0.25〕
メディアサーブ
（データ）

メディアサーブ
（データ）

〔１．５〕

ビー・エス・コミュニ
ケーションズ
（音声）

ビー・エス・コミュニ
ケーションズ
（音声）

ビー・エス・ジャパン
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

ＢＳデジタル放送推進協会
（データ）

ＢＳデジタル放送推進協会
（データ）

〔０．５〕

ビーエス日本
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

ビーエスフジ
（ＨＤＴＶ）
〔２２〕

日本データ放送
（データ）

日本データ放送
（データ）

ダブリュ・エックス
二十四（データ）

ダブリュ・エックス
二十四（データ）

〔１．５〕 〔１．５〕 〔１〕

〔２〕

〔１〕

〔２〕

〔６〕
〔６〕 〔８〕

ジェイエフエヌ衛星放送
（音声）

ジェイエフエヌ衛星放送
（音声）

メガポート放送
（データ）

メガポート放送
（データ）

ミュージックバード（音声）ミュージックバード（音声）

日本ビーエス放送（データ）日本ビーエス放送（データ）

ス
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
（Ｓ
Ｄ
Ｔ
Ｖ
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
１
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
２
）

〔サイマル放送〕

ＮＨＫ

ＨＤＴＶ
総合放送

〔２２〕

〔注２〕

アナログ放送

デジタル放送

〔０．５〕

（平成16年4月末現在）
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ＢＳ放送の普及状況（契約件数）

ＮＨＫ

ＷＯＷＯＷ

○　ＢＳ放送は、平成元年の本放送開始以来、順調に契約数を伸ばし普及。　

○　平成１６年３月末現在の契約数は、ＮＨＫ１，２０１万件、ＷＯＷＯＷ２４９万件の計１，４５０万件。　

（月末）

（万件）

（出典：日本放送協会報道資料等により総務省作成）

※平成12年12月以降は、デジタル放送の契約件数を含む。
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ＢＳ放送受信普及数

543

1651

1574
1492

1410
1327

1231
1124

1014
810

701

405
236

140100

907

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

昭和63.9 平成元.3 2.3 3.3 4.3 5.3 6.3 7.3 8.3 9.3 10.3 11.3 12.3 13.3 14.3 15.3

（万件）

（月末）

○　衛星放送受信普及数は、平成７年度に１，０００万を突破、同１３年度には１，５００万も突破。

○　平成１５年３月末現在の受信普及数は、約１，６５１万件（ＢＳデジタル放送を含む。）。

（出典：日本放送協会報道資料により総務省作成）
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ＢＳデジタル放送の受信世帯数

（万）

②ケーブルテレビ受信世帯数②ケーブルテレビ受信世帯数

①ＢＳデジタル放送受信機出荷台数（累計）①ＢＳデジタル放送受信機出荷台数（累計）

ＢＳデジタル放送の受信世帯数（①＋②合計）ＢＳデジタル放送の受信世帯数（①＋②合計）

（月末）

○　平成１６年３月末現在で、ＢＳデジタル放送受信機出荷台数（累計）は約３２５万台、ケーブルテレビ受信世
　帯数は約２１４万世帯まで普及。

（出典：日本放送協会資料により総務省作成）
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ＢＳデジタルテレビジョン放送専業５社の収支状況

※２：収支比率は営業費用／営業収益の比率

単位：億円

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

600

平成12 13 14

営業収益

営業費用

当期損益

（億円）

平成12年度※１ 平成13年度 平成14年度

営業収益 101.7 214.5 161.5

営業費用 237.3 531.3 401.2

収支比率
※２

233.2% 247.7% 248.4%

当期損益 ▲139.5 ▲316.9 ▲242.9

累積損益 ▲159.9 ▲471.3 ▲718.8

（各社の公表資料を基に算出）

（年度）

※１：ＢＳデジタル放送は、平成１２年１２月１日に開始。

○　ＢＳデジタルテレビジョン放送専業事業者５社については、累積赤字は７１８億８千万円にのぼり、全社が
　赤字経営。
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ＮＨＫの衛星放送に係る収入と経費の推移

○　ＮＨＫの衛星放送に係る収入及び衛星放送の実施に要する経費については、一貫して増加。

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

平成元 3 5 7 9 11 13 15

衛星放送に係る収入

衛星放送の実施に要する経費

差額

（注１）一般勘定の事業収支のうち衛星放送に係る収支を計上。
（注２）事業支出には、平成１２年１２月以降、ハイビジョン放送の実施に要する経費を算入。
（注３）平成１５年度は、予算ベースの値。

（億円）

（億円）

（年度）

○　収入と経費の差額は、ＢＳデジタル放送の開始（平成１２年１２月）以後マイナスとなったが、徐々に回復。

 

   年度 

区分 
平成元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

衛星放送に係る

収入 
71 189 320 460 558 638 707 800 884 953 1,013 1,066 1,119 1,160 1,208 

衛星放送の実施

に要する経費 
292 327 380 405 471 543 656 730 843 895 964 1,051 1,239 1,253 1,262 

差額 △ 221 △ 138 △  60 54 87 94 51 69 41 57 49 15 △ 119 △  92 △  54 

（出典：日本放送協会業務報告書等により総務省作成）
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ＣＳ放送の経緯

○　平成４年から日本通信衛星㈱がＪＣＳＡＴ－２、宇宙通信㈱（ＳＣＣ）がＳＵＰＥＲＢＩＲＤ－Ｂによりアナログ放送
　サービスを開始。

○　㈱日本サテライトシステムズ（日本通信衛星㈱が改称。）が平成８年からＪＣＳＡＴ－３により、平成１０年４月
　からＪＣＳＡＴ－４によりデジタル放送サービスを開始、ＳＣＣが平成９年１１月からＳＵＰＥＲＢＩＲＤ－Ｃによりデジ
　タル放送サービスを開始。

ジェイサット㈱及び宇宙通信㈱

○　平成１４年３月からジェイサット㈱（㈱日本サテライトシステムズが改称。）及びＳＣＣがＮ－ＳＡＴ－１１０により
　東経１１０度ＣＳデジタル放送サービスを開始。

※　JSATでは「JCSAT-110」、　SCCでは「SUPERBIRD－Ｄ機」　という。

ジェイサット㈱（JSAT）

打上げ CS放送開始(ｱﾅﾛｸﾞ放送)

H14.3  H14.6打上げ CS放送開始(ｱﾅﾛｸﾞ放送)

H2.1　 H4.5

打上げ　CS放送開始(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送)

H7.8  H8.6

H9.2  H10.4

打上げ　CS放送開始(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送)

JCSAT-2A

H11.2  H11

打上げ　CS放送開始(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送)
JCSAT-4A

･通信及び放送に利用
･設計寿命：約14.5年

JCSAT-4
（東経124°）

･通信及び放送に利用
･設計寿命：約１２年

JCSAT-3
（東経128°）

･通信及び放送に利用
･設計寿命：約１１年

JCSAT-2
（東経154°）

備　　考経緯

SUPERBIRD－Ｃ
（東経144°）

宇宙通信㈱（SＣＣ）

打上げ CS放送開始 中止 再開
　　 　(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送)

打上げ 打上げ CS放送開始(ｱﾅﾛｸﾞ放送) 　放送終了
失敗　　 　　　

H2.2   H4.2  H4.4             
　　

H10．9

SUPERBIRD－Ｂ

・通信及び放送に利用
・設計寿命：約１３年

・通信及び放送に利用
・設計寿命：約１０年（東経162°）

備 考経緯

H9.7  H9.11  H12.9  H13.5          
　　

H12.10       
　　

打上げ

H14.3       
　　

CS放送開始(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送)

・通信及び放送に利用
・設計寿命：約１５年

N-SAT-110※

（東経110°）

備 考経緯
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　ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！１１０ （平成１６年３月改称。）
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ

　ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！１１０ （平成１６年３月改称。）
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ（平成１２年６月改称。）

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ（平成１２年６月改称。）

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
日本デジタル放送サービス㈱
平成１０年５月サービス開始

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
日本デジタル放送サービス㈱
平成１０年５月サービス開始

ＪＳｋｙＢ
ジェイ・スカイ・ビー㈱（平成８年１２月設立）
平成１０年４月サービス開始（当初予定）
（使用衛星：ＪＣＳＡＴ－４）

ＪＳｋｙＢ
ジェイ・スカイ・ビー㈱（平成８年１２月設立）
平成１０年４月サービス開始（当初予定）
（使用衛星：ＪＣＳＡＴ－４）

ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
日本デジタル放送サービス㈱
平成８年６月サービス開始
（使用衛星：ＪＣＳＡＴ－３）

ＰｅｒｆｅｃＴＶ！
日本デジタル放送サービス㈱
平成８年６月サービス開始
（使用衛星：ＪＣＳＡＴ－３）

平成１０年５月合併

ディレクＴＶ
㈱ディレク・ティービー
平成９年１１月サービス開始
（使用衛星：スーパーバードＣ）

ディレクＴＶ
㈱ディレク・ティービー
平成９年１１月サービス開始
（使用衛星：スーパーバードＣ）

平成８年６月

平成９年１１月

平成１０年４月

平成１０年５月

平成１２年３月

ＣＳデジタル放送プラットフォームサービスの経緯

平成１６年３月

平成１２年３月よりディレクＴＶの視聴者が移行

平成１４年３月

平成１４年４月

○　ＣＳデジタル放送が開始された平成８年、プラットフォームサービス「ＰｅｒｆｅｃＴＶ！」がサービス開始。　

○　プラットフォーム事業は、現在までに㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズに全て統合。　

（平成１２年９月サービス終了）

プラットワン
㈱プラット・ワン

平成１４年３月サービス開始
（使用衛星：Ｎ－ＳＡＴー１１０）

プラットワン
㈱プラット・ワン

平成１４年３月サービス開始
（使用衛星：Ｎ－ＳＡＴー１１０）

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ２！
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ
平成１４年４月サービス開始
（使用衛星：Ｎ－ＳＡＴー１１０）

ＳＫＹ ＰｅｒｆｅｃＴＶ２！
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ
平成１４年４月サービス開始
（使用衛星：Ｎ－ＳＡＴー１１０）

平成１６年３月合併

東経１２８度 東経１２４度 東経１４４度 東経１１０度

現在

平成１２年９月
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0.0
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3.0 3.1 3.1
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12

14

H1
4.7

H1
4.8

H1
4.9
H1
4.1
0
H1
4.1
1
H1
4.1
2

H1
5.1

H1
5.2

H1
5.3

H1
5.4

H1
5.5

H1
5.6

H1
5.7

H1
5.8

H1
5.9
H1
5.1
0
H1
5.1
1
H1
5.1
2

H1
6.1

H1
6.2

H1
6.3

㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ ㈱プラット・ワン

ＣＳデジタル放送の普及状況

○　東経１２４度・１２８度ＣＳデジタル放送における加入件数の推移は、平成８年のサービス開始以来、純増。　

○　東経１１０度ＣＳデジタル放送においても、加入件数は全体として増加の傾向で推移。

（万件）

（月末）

東経１２４度・１２８度
㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズに

係る加入件数

東経１１０度

※１　「加入件数」とは、個人契約者数（有料視聴契約（個人本登録）を結び、視聴料の
　　支払いが発生している加入者数）に、有料視聴契約締結前の無料視聴期間中の数
　　（仮登録、「ＳＫＹＰｅｒｆｅｃＴＶ！」　のみ）、法人契約者数（代理店展示用を含む）、技術
　　開発用登録数などを加えた総登録者数をいう。
※２　「ＳＫＹＰｅｒｆｅｃＴＶ！」に係る加入件数の発表方法が、 平成１１年８月末分から変更
　　された。
　　 ①毎月の加入件数を、従来の新規登録者数から純増登録者数として発表。
　　 ②開局以来３６ヶ月分の累計解約者数を差し引いた累計登録者数を発表。　
※３　平成１２年３月から「ディレクＴＶ」が「ＳＫＹＰｅｒｆｅｃＴＶ！」に加入者の移行を開始し、
　　当移行加入者数が純増登録者数に含まれる。

㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ及び
㈱プラット・ワンに係る加入件数

（万件）

（月末）

1 1 1

1 3 8
1 6 0
1 8 2

2 0 8

3 5 23 4 6

3 4 2

3 3 83 3 4
3 2 8

3 2 33 0 4

2 9 5
2 8 3

1 2 6

8 8
7 56 35 3

1 0 1

2 7 3
2 6 2

2 3 6

2 5 0

3 5 0

4 1
3 32 4

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

H9
.3

H9
.6

H9
.9
H
9.
12
H
10
.3
H
10
.6
H
10
.9
H1
0.1
2
H
11
.3
H
11
.6
H
11
.9
H1
1.1
2
H
12
.3
H
12
.6
H
12
.9
H1
2.1
2

H
13
.3
H
13
.6
H
13
.9
H1
3.1
2
H
14
.3
H
14
.6
H
14
.9
H1
4.1
2
H
15
.3
H
15
.6
H
15
.9
H1
5.1
2

H
16
.3

※１　「加入件数」とは、個人契約者数（有料視聴契約（個人本登録）を結び、視聴料の
　　支払いが発生している加入者数）に、有料視聴契約締結前の無料視聴期間中の数
　　（仮登録、「ＳＫＹＰｅｒｆｅｃＴＶ！」　のみ）、法人契約者数（代理店展示用を含む）、技術
　　開発用登録数などを加えた総登録者数をいう。
※２　平成１６年２月末以降は、「ＳＫＹＰｅｒｆｅｃＴＶ！１１０」（平成１６年３月に「ＳＫＹＰｅｒｆ
　　ｅｃＴＶ２！」が改称。）によるプラットフォーム業務を受託した、スター・チャンネルＢＳ
　　加入者が含まれる。
※３　平成１６年３月末以降は、平成１６年 ３月１日付けで㈱スカイパーフェクト・コミュニ

　　ケーションズと合併した㈱プラット・ワンの「プラットワン」からの移行加入者が含まれ　
　　る。

（出典：㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ報道資料等により総務省作成）



14

宇宙通信（株）中継器宇宙通信（株）中継器

ジェイサット（株）中継器ジェイサット（株）中継器

ＮＤ４（12.331GHz）
【JSAT】

ＮＤ６（12.371GHz）
【JSAT】

ＮＤ12（12.491GHz）
【JSAT】

ＮＤ14（12.531GHz）
【JSAT】

ＮＤ20（12.651GHz）
【JSAT】

ＮＤ22（12.691GHz）
【JSAT】

ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ
ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ㈱

標準ＴＶ
5番組

(36スロット)

㈱
シ
ー
エ
ス
九
州

ｼｰｴｽ映画
放送㈱

標準ＴＶ
5番組

(24スロット)

㈱ﾊﾘｳｯﾄﾞ
ﾑｰﾋﾞｰｽﾞ

標準ＴＶ
4番組

(24スロット)

㈱シーエス・ワンテン

標準ＴＶ
６番組

(37.5スロット)

データ放送 1番組
(10.5スロット)

㈱アクティブ・スポーツ・
ブロードキャスティング

標準ＴＶ
7番組

(48スロット)

㈱サテライト・サービス

標準ＴＶ
5番組

(48スロット)

㈱シー・ティ・ビー・エス

標準ＴＶ
5番組

(42スロット)

データ放送 1番組
(6スロット)

標
準
Ｔ
Ｖ　

１
番
組

(

12
ス
ロ
ッ
ト)

[標準TV　23ｃｈ、超短波放送　20ｃｈ、データ　８ｃｈ]

[標準TV　38ｃｈ、データ　２ｃｈ]

ＮＤ２（12.291GHz）
【SCC】

ＮＤ８（12.411GHz）
【SCC】

ＮＤ10（12.451GHz）
【SCC】

ＮＤ16（12.571GHz）
【SCC】

ＮＤ18（12.611GHz）
【SCC】

ＮＤ24（12.731GHz）
【SCC】

（株）ｽﾍﾟｰｽﾃﾘｱ

標準TV
1番組

(12スロット)

超短波放送
20番組

(12スロット)

㈱
日
本
ビ
ー
エ
ス
放
送

㈱
日
本
メ
デ
ィ
ア
ー
ク
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ー
タ
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送

　

１
番
組

(
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ト)

デ
ー
タ
放
送

　

１
番
組

(

12
ス
ロ
ッ
ト)

イーピー放送㈱

標準TV
２番組

(24スロット)

データ放送 １番組
(12スロット)

㈱
メ
ガ
ポ
ー
ト
放
送

デ
ー
タ
放
送

　

３
番
組

(

12
ス
ロ
ッ
ト)

㈱ＣＳ－ＷＯＷＯＷ
標準TV
６番組

(48スロット)

阪
急
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鉄
㈱

㈱
シ
ー
エ
ス
・
ナ
ウ

標
準
Ｔ
Ｖ　

１
番
組

(

12
ス
ロ
ッ
ト)

㈱インタラクティーヴィ

標準TV
６番組

(60スロット)

データ放送 １番組
(12スロット)

㈱シーエス日本
標準ＴＶ６番組

or
[ＨＤＴＶ２番組]
(４５スロット)

データ放送 １番組
(3スロット)

標
準
Ｔ
Ｖ　

１
番
組

(

12
ス
ロ
ッ
ト)

東経１１０度ＣＳ放送のチャンネル一覧

（平成16年3月末現在）
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ＣＳデジタル放送事業者の収支状況

○　ＣＳデジタル放送事業者（東経１１０度を除く。）については、営業収益は約１，７８０億円まで拡大し、営業収
　益が△約５２億円に圧縮。また、９６社中４７社が黒字計上。　

○　東経１１０度ＣＳデジタル放送事業者については、事業は立上りの時期にあり、１８社中４社が黒字計上。　
　

47社

▲52.0

102.9%

1,831.9

1,779.9

平成14年度

（96社）

40社

▲146.9

110.3%

1,571.7

1,424.8

平成13年度

（100社)

▲245.6▲469.4▲405.5▲242.6営業利益

121.3%148.9%167.1％229.8%収支比率

32社15社15社10社当期利益
黒字社数

1,399.81,429.91,009.4429.4営業費用

1,154.2960.5603.9186.8営業収益

平成12年度

(93社）

平成11年度

（93社）

平成10年度

（96社）

平成9年度

(66社）

47社

▲52.0

102.9%

1,831.9

1,779.9

平成14年度

（96社）

40社

▲146.9

110.3%

1,571.7

1,424.8

平成13年度

（100社)

▲245.6▲469.4▲405.5▲242.6営業利益

121.3%148.9%167.1％229.8%収支比率

32社15社15社10社当期利益
黒字社数

1,399.81,429.91,009.4429.4営業費用

1,154.2960.5603.9186.8営業収益

平成12年度

(93社）

平成11年度

（93社）

平成10年度

（96社）

平成9年度

(66社）

（億円）
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営業収益 営業費用 営業利益

※１　収支比率は営業費用／営業収益の比率
※２　テレビジョン放送も行う音声放送事業者は、テレビジョン放送に包括して報告（按分不可能なため）
※３　データ放送３社のうち2社はテレビジョン放送に包括して報告（按分不可能なため）

東経１１０度を除くＣＳデジタル放送 東経１１０度ＣＳデジタル放送

（億円）

（年度）
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H14

営業収益

営業費用

当期損益

4 社当 期 利 益
黒 字 社 数

▲ 6 5 . 3当 期 利 益

1 5 9 . 7 %収 支 比 率

1 7 5 . 5営 業 費 用

1 0 9 . 9営 業 収 益

平 成 1 4 年 度
（ 1 8 社 ）

4 社当 期 利 益
黒 字 社 数

▲ 6 5 . 3当 期 利 益

1 5 9 . 7 %収 支 比 率

1 7 5 . 5営 業 費 用

1 0 9 . 9営 業 収 益

平 成 1 4 年 度
（ 1 8 社 ）

（億円）

（年度）

（億円）

※　収支比率は営業費用／営業収益の比率
※　東経１１０度ＣＳデジタル放送は、平成１４年３月から放送開始


